
学習指導案 
教科･科目      測量 指導学級 〇年〇科 指 導 者 ○○ 

授 業 日 時      令和〇年〇月〇日（〇曜日） 第〇限（５分短） 授業場所 ○○ 

使用教科書 農業測量（実教出版） 評価計画（評価規準） 

使用教材 プリント、ノート、タブレット 
01 単測法野帳の書き方が分かる。a 
02 授業内容を丁寧にまとめられる。c 
03 度、分、秒の計算ができる。a 
04 積極的に練習問題に取り組める。c 
05 ＴＳのすえつけができる。a 
06 倍角法野帳の計算ができる。a 
07 授業内容を丁寧にまとめられる。c 
08 方向法野帳の計算ができる。a 
09 授業内容を丁寧にまとめられる。c 
10 積極的に倍角法野帳と方向法野帳の練習問題に取り組める。c 

単 元 名      第３章 角測量 ４．角の測定 

単元の目標 

①角測量について体系的・系統的に理解すると
ともに、関連する技術を身に付ける。 

②角測量に関する課題を発見し、農業や農業関
連産業に携わる者として合理的かつ創造的
に解決する力を養う。 

③角測量について国土保全や環境創造に応用
できるよう自ら学び、農業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

評価の観点 
a (知識・技術) 
b (思考・判断・表現) 

 c (主体的に学習に取り組む態度) 

本時の目標 単測法野帳の書き方が分かる 

クラスの 
特徴 

 農業の専門科目の学習に興味をもっている生徒が多い。その一方で、数学が苦手な生徒が多く、計算す
る場面が多い測量を苦手と感じている生徒もいる。 

概要・意図 

 本単元ではＴＳ（トータルステーション）を用いた角測量について学習を行う。本時はこの単元の導入
的な内容を取り扱う。これまでにはコンパスを用いた角測量について学んでおり、本時は、コンパス測量
と対比させながら授業を進めることで理解を深めさせる。また、実際にＴＳを使わないと理解しにくい単
測法の手順をイメージしやすいように、ＴＳの模型を用いて机上で流れを確認させることで、主体的に学
習に取り組ませることを意図している。 

段階 時間 
指 導 内 容 

〔到 達 目 標〕 
生徒の学習活動 指導上の留意点 

評価の

観点 
評価 
方法 

導 
入 
 

5 
分 

9：00 前時までの振り返
りと本時の目標確
認 
 

・ノートとプリントで前時
の内容を振り返る。 

 
 
 
・本時の目的と内容を確認

する。 
 
 
・ペアで振り返りを行う。 
・ノートで確認する。 
 

・前時までコンパス測量のことを学習し
てきたこと、本時からはＴＳのことを
学習することを伝える。 

・本時はＴＳで基本となる単測法につい
て学習することを伝える。 

【本時の目標】 
「単測法野帳の書き方が分かる」 
発問１「コンパス測量で測定する角は何
だったでしょうか」 
・ペアで確認させる。 
・ノートに貼ってある授業プリント（角

測量① 角の種類と測角器械）を振り
返らせる。 

・MetaMoJiでも授業プリントを映し「磁
方位角」であることを振り返らせる。 

 

  

展 
開 
 

39 
分 

9：05 
 
 
 
 

9：10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単測法野帳の書き
方 

・ペアで発問に対する考え
を共有する。 

 
 
 
・実習班ごとにグループに

なる。 
 
 
 
・観測手を決める。 
 
 
・実際に教員の指示にした

がい①～⑥の観測手順を
体験する。 

 
・視準点と観測角について

野帳に記入する。 
 
 
 
 
 

発問２「では、ＴＳではどんな角度を測
定できるでしょうか」 
・ＴＳでは直接角度を測ることができ、

時計回りに正であることを伝える。 
・授業プリントを配布する。 
指示１「ここからはグループで模型を使
いながら単測法の外業手順を確認しま
しょう。」 
・今回は、測定角と平均角の計算は行わ

ず、次回学習することを伝える。 
・まず代表でＴＳを操作する観測手を決

めるよう伝える。その後、以下の手順
で全員一緒に進める。 

①プリントの測点ＡにＴＳを置かせる
（すえつけ）。 

②ＴＳが「０セット」、「正位」になって
いることを確認させる。 

③ＴＳを下部運動で測点Ｃに合わせ、プ
リントの視準点と観測角に指示した
値を記入させる。 

④ＴＳの上部運動で測点Ｂに合わせ、プ
リントの視準点と観測角に指示した
値を記入させる。 

⑤ＴＳを上部運動で反位にし、測点Ｂに

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a 
 

ｃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考査 
 
プリン
ト・ノ
ート 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

9：20 
 
 
 
 
 
 

9：22 
 
 
 
 
 
 
 
 

9：24 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9：30 

 
 
 
 
 
 
 
・グループ内で意見交換す

る。 
・グループで出た考えを全

体に向けて発表する。 
 
 
 
・グループ内で意見交換す

る。 
・グループ内で出た考えを

全体に向けて発表する。 
 
 
 
 
 
・ノートに板書を記入する。 
 
 
 
 

合わせ、プリントの視準点と観測角に
指示した値を記入する。 

⑥ＴＳを測点Ｃに合わせ、プリントの視
準点と観測角に指示した値を記入す
る。 

・これで一つの測点での観測が終わりに
なることを伝える。 

発問３「なぜ視準点はＣＢＢＣの順番に
なるのでしょうか。」 
・まずはグループ内で交流させ、その後

全体の場で発表させ、確認する。 
・視準点がＣＢＢＣの順番になるのは、

正位の観測の時に時計回りになるた
めだと説明する。 

発問４「なぜ正位と反位の観測をするの
でしょうか。」 
・まずはグループで交流させ、様子を見

て発言させる。 
・正位と反位の観測をすることを１対回

の観測と言い、２回角を観測すること
で精度を高めたり、特定の誤差を無く
すことができること、誤差については
今後学習していくことを説明する。 

板書１「単測法 単独の水平角を、望遠
鏡正位と反位で一対回観測する方法」 
発問５「観測角に関して、コンパス測量
との違いについて何か気付いたことは
ありませんか。」 
・まずはグループ内で交流させ、その後

全体の場で発表させ、確認する。 
・コンパス測量は「′」までだったのに

対しＴＳは「" 」まであることを伝
え、ＴＳの方がより高い精度で観測で
きることを説明する。 

指示２「測点ＢとＣも観測手を変えて同
じようにやってみましょう。」 

・観測手を変えて同じように外業手順を
行う。 

 
ま 
と 
め 
 

1 
分 

9：44 本時のまとめ 
次回の予告 

・本時の学習内容を振り返
る。 

・次時の内容を確認する。 
 

・本時の目標「単測法野帳の書き方が分
かる」が達成できたか確認する。 

・次回は、内業にあたる測定角と平均角
の計算をすること、そのための度分秒
の計算方法を習得することを伝える。 

  



  


